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デ
ン
政
権
に
お
い
て
三
回
目
と
な
る
米
露
戦
略
安
定
対
話
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
し
、
軍
備
管
理
に
関
す
る
項

目
だ
け
で
な
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
同
月
二
一
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ

た
米
露
外
相
会
談
に
お
い
て
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
ロ
シ
ア
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ブ
ロ
フ
外

相
に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
緊
張
緩
和
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
さ
ら
な
る
軍
事
侵
攻
の
防
止
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
外
交
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
た
の
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
N
A
T
O
）へ
の
加
盟
を
米
国
が
拒
否
す
る
よ
う
ロ
シ
ア
が
強
く
求
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
N
A
T
O
加
盟
を
禁
止
す
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
要
求
を
拒
否
す
る
文
書
を
、
ジ
ョ
ン
・
サ
リ
バ

ン
駐
露
米
国
大
使
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
政
府
に
渡
し
た﹈

2
﹇

。
そ
の
二
日
前
に
記
者
会
見
を
開
い
た
ブ
リ
ン
ケ
ン
国

務
長
官
は
、「
N
A
T
O
の
門
戸
開
放
と
い
う
原
則
を
米
国
は
擁
護
し
て
い
く
」
と
述
べ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国

家
主
権
や
領
土
の
一
体
性
、
そ
し
て
国
家
の
安
全
保
障
体
制
や
同
盟
関
係
を
自
国
で
決
定
す
る
と
い
う
重
要
な

原
則
を
米
国
は
維
持
し
守
っ
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
た
点
を
強
調
し
た﹈

3
﹇

。

同
年
二
月
に
も
、
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
電
話
会
談
し
、
同
盟
国
や
パ
ー
ト
ナ
ー
国
も

含
め
て
ロ
シ
ア
と
の
相
互
に
感
じ
て
い
る
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
つ
い
て
対
話
の
継
続
を
希
望
す
る
こ
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
、
す
べ
て
の
国
家
が
自
国
の
外
交
政
策
や
同
盟
を
決
定
す
る
権
利
に
つ
い

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
﹂
へ
の
対
応

ロ
シ
ア
の
侵
攻
阻
止
に
向
け
た
外
交
努
力

米
国
の
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
を
行
っ
た
ロ
シ
ア
が
、
今
度
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
全
土
に
対
す
る
本
格
的
な
軍
事
侵
攻
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
公
の
場
で
度
々
指
摘
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
、ロ
シ
ア
が
実
際
に
大
規
模
な
侵
攻
を
始
め
た
こ
と
、そ
し
て
次
々

と
明
ら
か
に
な
る
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
民
間
人
へ
の
残
虐
行
為
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

ロ
シ
ア
が
武
力
攻
撃
を
開
始
し
た
同
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
プ
ー
チ
ン
は
侵
略
者
で
あ
る
」
と
断
言
し
、

ロ
シ
ア
の
侵
攻
は
全
く
正
当
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
強
く
非
難
し
た﹈

1
﹇

。

二
〇
二
一
年
一
一
月
頃
か
ら
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
沿
い
に
一
〇
万
人
以
上
の
大
部
隊
を
展
開
さ
せ
緊

張
を
大
き
く
高
め
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
対
し
て
、
外
交
努
力
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
侵
攻
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
二
〇
二
二
年
一
月
一
〇
日
、
バ
イ
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二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
、
国
務
省
は
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
を
発
表
し
、
ロ
シ
ア
が
自
国
の
行
動
を
正
当
化
す

る
偽
情
報
を
多
く
流
布
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
注
意
を
促
し
、
①
ロ
シ
ア
は
罪
の
な
い
犠
牲
者
で
あ
る
、
②
歴

史
の
改
竄
、
③
西
洋
文
明
の
崩
壊
が
近
づ
い
て
い
る
、
④
カ
ラ
ー
革
命
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
、
モ
ル
ド
バ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
東
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
運
動
）
は
米
国
が
扇

動
し
た
も
の
で
あ
る
、
⑤
ク
レ
ム
リ
ン
が
望
む
内
容
を
現
実
と
す
る
、
と
い
う
点
が
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た﹈

6
﹇

。

ま
た
、
同
日
に
発
表
さ
れ
た
別
の
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
で
は
、
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
侵
略
者
で
あ
る
、
②
西
側
諸

国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
紛
争
へ
と
後
押
し
し
て
い
る
、
③
ロ
シ
ア
軍
は
自
国
領
土
内
で
配
置
を
変
え
て
い
る
だ
け

で
あ
る
、
④
米
国
は
ド
ン
バ
ス
地
方
に
お
い
て
化
学
兵
器
の
使
用
を
計
画
し
て
い
る
、
⑤
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
の
ロ
シ
ア
系
住
民
を
護
ろ
う
と
し
て
い
る
、
⑤
N
A
T
O
は
、
冷
戦
終
結
後
か
ら
ロ
シ
ア
を
包
囲
し
、

拡
大
し
な
い
と
い
う
約
束
を
や
ぶ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
加
盟
国
と
す
る
こ
と
に
よ
り
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
を
脅

か
そ
う
と
し
て
い
る
、
⑥
西
洋
諸
国
は
外
交
努
力
を
早
々
に
あ
き
ら
め
経
済
制
裁
の
よ
う
な
強
制
的
な
手
段
に

訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
が
流
布
し
よ
う
と
す
る
偽
情
報
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
が
現
実
と
全

く
異
な
る
こ
と
を
示
し
た﹈

7
﹇

。
N
A
T
O
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
同
文
書
に
お
い
て
ウ
ラ
ジ
ー

て
米
国
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
た﹈

4
﹇

。

二
月
一
二
日
に
も
行
わ
れ
た
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
の
電
話
会
談
で
は
、
ロ
シ
ア
が
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
よ
う
と

し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
言
及
し
、
深
刻
な
懸
念
を
伝
え
た
。
同
時
に
、
危
機
を

解
決
す
る
う
え
で
外
交
的
手
段
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
ロ
シ
ア
が
緊
張
緩
和
に
向
け
て
動
く

必
要
が
あ
る
こ
と
、
実
際
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
さ
ら
な
る
武
力
侵
攻
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
断
固
と
し
た
大
規

模
で
統
一
さ
れ
た
米
欧
諸
国
に
よ
る
反
応
を
招
く
こ
と
を
伝
え
た﹈

5
﹇

。

そ
の
一
方
で
米
国
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
三
国
と
い
っ
た
N
A
T
O
の
東
欧
同
盟
国
に
米
軍
を
展
開
さ

せ
、
N
A
T
O
領
域
に
対
す
る
攻
撃
の
抑
止
に
も
努
め
た
。

戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
極
的
な
活
用

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
阻
止
す
る
方
法
と
し
て
、
ロ
シ
ア
が
流
布
す
る
偽
の
言

説
や
偽
情
報
（
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
対
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
や
、
ロ
シ
ア
の
動
き
に
関
す

る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
情
報
を
あ
え
て
公
開
す
る
こ
と
を
含
め
た
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に

行
っ
た
。 
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も
し
く
は
数
日
後
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
攻
撃
す
る
と
信
じ
る
に
足
る
理
由
が
あ
る
」
こ
と
、「
現
時
点
で
、
私

﹇
バ
イ
デ
ン
大
統
領
﹈
は
彼
﹇
プ
ー
チ
ン
大
統
領
﹈
が
決
断
し
た
と
確
信
し
て
い
る
」（﹇
﹈
内
筆
者
）
と
述
べ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
を
標
的
と
し
た
大
規
模
な
軍
事
侵
攻
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
と
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た﹈
9
﹇

。
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
へ
の
対
応

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
大
規
模
な
軍
事
支
援

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
へ
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
応
と
し
て
主
要
な
政
策
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
翌

日
の
二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
三
億
五
千
万
ド
ル
相
当
の
軍
事
支
援
を
行
う
こ
と
を
承

認
し
た
。
米
国
政
府
の
発
表
で
は
、
米
国
に
よ
る
軍
事
支
援
は
四
月
二
〇
日
の
時
点
で
お
よ
そ
二
六
億
ド
ル
相

ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
自
身
が
、
二
〇
〇
二
年
に
「
す
べ
て
の
国
家
は
自
国
の
安
全
を
確
保
す
る
方
法
を
選

択
す
る
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
「
バ
ル
ト
三
国
に
も
あ
て
は
ま
る
」
と
明
言
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
て
、
二
月
二
四
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土
へ
の
全
面
的
な
武
力
侵
攻
の
直
前
ま

で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
軍
事
侵
攻
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
訴
え
て
い
た
。
侵
攻
直
前
の
二
月
一
五
日
、
一
八

日
に
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
が
記
者
会
見
に
お
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。

一
五
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
演
説
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
付
近
に
展
開
し
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
部

隊
の
一
部
が
撤
退
し
た
と
い
う
ロ
シ
ア
国
防
省
の
発
表
に
つ
い
て
、
米
国
と
し
て
は
こ
の
情
報
を
確
認
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
米
国
の
情
勢
分
析
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
は
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
も
含
め
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
境
を
囲
む
か
た
ち
で
、
一
五
万
の
兵
力
を
継
続
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
時
に
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
侵
攻
の
可
能
性
は
疑
い
な
く
あ
る
」
と
断
言
し
て
い
た﹈

8
﹇

。

一
八
日
の
演
説
で
は
、
ロ
シ
ア
が
自
国
の
武
力
攻
撃
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ド
ン
バ
ス

地
方
で
大
規
模
な
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
と
い
っ
た
嘘
の
情
報
を
流
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
偽
り
の
主

張
は
「
ロ
シ
ア
が
よ
く
使
う
手
法
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
。
そ
し
て
、「
我
々
は
ロ
シ
ア
軍
が
来
週
、



9 8

第 1章　ウクライナ戦争と米国

五
億
ド
ル
、
経
済
開
発
支
援
に
三
億
ド
ル
の
合
計
九
・
五
億
ド
ル
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
軍
事
支
援

に
は
、
兵
器
や
装
備
だ
け
で
な
く
、
軍
事
教
育
や
訓
練
に
関
す
る
支
援
も
含
ま
れ
て
い
た﹈

12
﹇

。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
国
防
省
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
安
全
保
障
支
援
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（
U
S
A
I
）」
の
枠
組
み
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、今
回
の
全
面
侵
攻
以
降
に
は
、国
防
省
が
保
有
す
る
兵
器
・

装
備
か
ら
直
接
提
供
す
る
大
統
領
引
き
出
し
権
限
（
P
D
A
）
を
利
用
し
た
提
供
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る﹈

13
﹇

。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
軍
事
支
援
に
は
、
二
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
戦
況
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
要
請
に
応
じ
て
支
援
内
容
を
変
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
〇
二
二

年
四
月
中
旬
、
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
の
焦
点
が
首
都
キ
ー
ウ
お
よ
び
近
郊
都
市
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ン

バ
ス
地
方
や
南
部
の
都
市
マ
リ
ウ
ポ
リ
に
移
り
激
し
い
攻
撃
が
行
わ
れ
る
と
の
予
測
が
高
ま
る
な
か
、
四
月

一
三
日
に
発
表
さ
れ
た
軍
事
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
初
め
て
長
射
程
の
火
砲
で
あ
る
一
五
五
ミ
リ
榴
弾
砲

一
八
門
お
よ
び
砲
弾
四
万
発
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
生
物
・
化
学
兵
器
の
使
用
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

C
B
R
N
対
応
の
防
護
服
も
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
提
供
を
受
け
て
す
ぐ
に

当
と
な
っ
て
い
る﹈

10
﹇

。

こ
れ
ま
で
米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
提
供
し
た
軍
事
支
援
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
る
と
①
兵
器
・
装

備
、
②
指
揮
統
制
に
関
す
る
も
の
、
と
な
っ
て
い
る﹈

11
﹇

。

前
者
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
携
帯
式
防
空
ミ
サ
イ
ル
や
ジ
ャ
ベ
リ
ン
ミ
サ
イ
ル
と
い
っ
た
対
空
・
対

戦
車
兵
器
、小
銃
／
機
関
銃
／
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
小
火
器
お
よ
び
そ
れ
ら
の
弾
薬
、ス
イ
ッ

チ
ブ
レ
ー
ド
や
ピ
ュ
ー
マ
A
E
と
い
っ
た
小
型
の
無
人
航
空
シ
ス
テ
ム
、
M
i−

17
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
装
甲
兵

員
輸
送
車
や
高
機
動
多
用
途
装
輪
車
両
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
砲
兵
砲
撃
／
対
迫
撃
砲
レ
ー
ダ
ー
、

暗
視
装
置
、
赤
外
線
画
像
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
装
備
や
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
不
発
弾
処

理
／
C
B
R
N
対
応
の
防
護
服
、
医
療
物
資
も
提
供
さ
れ
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
戦
術
秘
匿
通
信
シ
ス
テ
ム
や
電
子
戦
探
知
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
民
間
を
含
む
衛
星
画
像

お
よ
び
分
析
が
含
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
は
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
米
国

は
二
〇
一
四
年
に
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
軍
事
侵
攻
し
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
非
安
全
保
障
分
野
も
含
め

た
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
総
計
は
五
六
億
ド
ル
に
も
な
り
、
二
〇
二
一
年
に
は
、
安
全
保
障
分
野
で
六
・
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一
貫
し
た
米
軍
派
遣
の
拒
否
と
武
力
衝
突
リ
ス
ク
の
回
避

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
大
規
模
な
軍
事
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
米
軍
派
遣
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
否
定
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
軍
と
直
接
の
軍
事
衝
突
が
起

こ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
一
段
と
緊
張
を
強
め
て
い
た
二
〇
二
一
年
一
二
月
八
日
の
時
点

で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア
に
米
国
が
一
方
的
に
武
力
を
行
使
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
、
現
時
点

で
は
な
い
」
と
明
言
し
て
い
た﹈

16
﹇

。
米
国
は
、
N
A
T
O
の
同
盟
国
に
対
し
て
ロ
シ
ア
が
武
力
攻
撃
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
集
団
防
衛
と
い
う
「
倫
理
的
か
つ
法
的
義
務
」
が
あ
る
が
、
そ
の
義
務
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ
て

は
ま
ら
な
い
」
と
断
言
し
た﹈

17
﹇

。
こ
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
の
可
能
性
が
極
め

て
高
ま
っ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
二
〇
二
二
年
二
月
二
二
日
の
演
説
に
お
い
て
も
、
米
国
は
「
ロ
シ
ア

と
戦
闘
す
る
意
図
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た﹈

18
﹇

。
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
を
断
じ
た
二
四
日
の
演
説
に
お
い
て
も
、

米
軍
は
「
現
在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
と
の
戦
闘
に
参
加
し
な
い
」
と

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
明
言
し
た﹈

19
﹇

。

こ
れ
に
加
え
、
三
月
上
旬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
N
A
T
O
に
対

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
M
i−

17
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
同
軍
が
す
で
に
使
用
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
訓
練

を
受
け
た
兵
器
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す
る
と
い
っ
た
配
慮
も
み
ら
れ
る
。
榴
弾
砲
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
は
同
国
外
で
米
軍
に
よ
り
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る﹈

14
﹇

。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
軍
事
支
援
を
N
A
T
O
や
そ
の
他
の
同
盟
国
、
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
連
携
し

た
か
た
ち
で
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
月
中
旬
に
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が
N
A
T
O
国
防
相
会
合

に
出
席
し
、
同
月
二
四
日
に
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
訪
問
し
、
N
A
T
O
首
脳
会
合
に

参
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
四
月
二
〇
日
の
時
点
で
、
米
国
を
含
め
て
少
な
く
と
も
三
〇
カ
国
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
国
務
省
の
権
限
に
よ
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、

ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
を
含
む
米
国
の
同
盟
国
お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
国
が
米
国
か
ら
支
援
さ
れ
た
装
備
を
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
使
用
す
る
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
、
第
三
国
移
転
を
利
用
し
た
か
た
ち
も
と
ら
れ
て
い
る
。
四

月
八
日
に
は
、
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
S−

3
0
0
防
空
シ
ス
テ
ム
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ス
ロ
バ
キ
ア
に
対
し
て
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
を
表
明
し

た﹈
15
﹇

。
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一
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
不
法
活
動
や

選
挙
へ
の
不
正
介
入
と
い
っ
た
影
響
工
作
、
シ
リ
ア
内
戦
に
お
け
る
化
学
兵
器
の
使
用
、
人
権
侵
害
、
武
器
拡

散
、
北
朝
鮮
と
の
違
法
貿
易
な
ど
を
理
由
と
し
た
制
裁
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
半

島
へ
の
侵
攻
を
契
機
と
し
た
制
裁
は
、
主
に
政
府
高
官
を
含
む
個
人
や
、
ロ
シ
ア
の
主
要
な
銀
行
、
石
油
関
連

部
門
や
防
衛
部
門
の
主
要
企
業
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る﹈

23
﹇

。

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
受
け
た
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
は
、
金
融
制
裁
と
貿
易
に
関
す
る
制
裁
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
制
裁
よ
り
も
対
象
を
広
げ
た
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
制
裁
と
し
て
は
、
ま

ず
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
に
対
し
て
、
海
外
の
外
貨
口
座
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
し
海
外
取
引
を
停
止
す
る
と
い
う

措
置
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
行
が
保
有
す
る
海
外
資
金
の
約
半
分
が
凍
結
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る﹈

24
﹇

。

次
に
、欧
州
連
合（
E
U
）お
よ
び
G
7
諸
国
と
連
携
し
て
、国
外
送
金
の
際
に
必
要
な
情
報
を
伝
達
す
る「
国

際
銀
行
間
通
信
協
会
」（
S
W
I
F
T
）
シ
ス
テ
ム
か
ら
ロ
シ
ア
の
大
手
銀
行
七
行
を
排
除
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
ロ
シ
ア
の
金
融
機
関
が
国
外
決
済
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
が
米
金
融
機
関
に
保
有
す
る
口

座
か
ら
の
ド
ル
支
払
い
を
認
め
な
い
な
ど
の
措
置
や
、
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
対
す
る
投
資
の
禁
止
と

い
っ
た
措
置
も
と
ら
れ
た
。

し
て
、
同
国
上
空
に
「
飛
行
禁
止
区
域
」（
N
F
Z
）
を
設
定
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
要
請
し
た
際
に
も
、
バ

イ
デ
ン
政
権
は
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た﹈

20
﹇

。
三
月
九
日
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
保
有
す
る
M
i
G−

29
戦

闘
機
を
在
独
米
軍
基
地
経
由
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
空
軍
に
提
供
す
る
と
い
う
提
案
を
拒
否
し
た﹈

21
﹇

。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
の
求
め
る
N
F
Z
を
実
際
に
行
う
た
め
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
上
空
の
飛
行
監
視
を
常
時
行
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
兵
站
上
の
難
点
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
N
F
Z
に
従
わ
な
い
ロ
シ
ア
軍
の
航
空
機

を
N
A
T
O
軍
が
強
制
的
に
N
F
Z
の
圏
外
に
誘
導
す
る
際
に
武
力
衝
突
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
判
断
の
背
景
に
は
あ
る
と
い
え
る﹈

22
﹇

。

ロ
シ
ア
に
対
す
る
厳
し
い
経
済
制
裁

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
ロ
シ
ア
が
さ
ら
な
る
侵
攻
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
経
済
制
裁
を
科
す
こ
と
を
繰

り
返
し
表
明
し
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
二
月
二
六
日
、
欧
州
委
員
会
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
英

国
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
が
共
同
声
明
を
発
表
し
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
連
携
し
て
経
済
制
裁
を
科
す
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

ロ
シ
ア
に
対
す
る
米
国
の
経
済
制
裁
は
、
主
に
二
〇
一
四
年
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
占
拠
す
る
に
い
た
っ
た
第
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中
国
へ
と
移
っ
て
き
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
も
、
中
国
を
「
唯
一
の
競
争
相
手
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
北
京
と

の
戦
略
的
競
争
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
こ
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

米
国
の
専
門
家
の
な
か
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
し
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
強
硬
策
を
追
求
す
る
こ
と
は

対
中
競
争
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
中
国
に
と
っ
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
主
導
す
る
ロ

シ
ア
は
、
戦
略
的
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
。
民
主
主
義
国
家
と
の
緊
張
が
高
ま
る
な
か
、
専

制
主
義
国
家
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
存
在
は
習
近
平
体
制
の
中
国
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
両
国

の
利
害
関
係
は
一
致
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
シ
ア
を
弱
め
る
こ
と
は
中
国
を
弱
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
考
え
で
あ
る﹈

27
﹇

。

そ
の
一
方
で
、
欧
州
に
大
規
模
な
米
軍
の
配
置
を
行
う
と
い
う
、
欧
州
へ
の
再
リ
バ
ラ
ン
ス
を
懸
念
す
る
声

も
あ
る
。
米
国
は
世
界
中
に
軍
を
配
置
で
き
る
余
裕
は
も
は
や
な
い
の
で
あ
り
、
最
大
の
脅
威
で
あ
る
中
国
に

対
抗
す
る
こ
と
を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
主
要
な
資
源
は
ア
ジ
ア
の
た
め
に
と
っ
て
お
く
べ
き
、
と
い
う
論

理
で
あ
る﹈

28
﹇

。

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
単
に
地
域
的
な
問
題
と
し
て
は
と
ら
え
て
い
な
い
。
二
〇
二
一
年

貿
易
に
関
す
る
制
裁
と
し
て
は
、
米
国
製
の
技
術
や
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
商
品
の
対
露
輸
出
・
移
転
の
禁
止

や
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油
、
石
油
関
連
商
品
、
石
炭
、
酒
類
、
海
産
物
な
ど
の
輸
入
制
限
が
実
施
さ
れ
た﹈

25
﹇

。

四
月
六
日
、
キ
ー
ウ
近
郊
の
都
市
ブ
チ
ャ
に
お
い
て
、
多
く
の
民
間
人
が
ロ
シ
ア
軍
に
よ
り
殺
害
さ
れ
放
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
新
た
な
経
済
制
裁
を
科
す
こ
と

を
表
明
し
た
。
こ
の
新
た
な
制
裁
は
、
ロ
シ
ア
の
金
融
機
関
や
大
統
領
府
に
近
い
個
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
娘
二
人
も
含
ま
れ
た﹈

26
﹇

。

イ
ン
ド
太
平
洋
政
策
へ
の
影
響

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
今
後

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
政
権
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
リ
バ
ラ
ン
ス
」
政
策
か
ら
、
米
国
の
焦
点
は
、
徐
々
に
、
そ
し
て
確
実
に
、
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バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
も
、
武
力
行
使
は
米
国
の
死
活
的
利
益
を
守
る
場
合
に
限
ら
れ
る
し
、
そ
の
時
に
は

「
米
国
民
に
対
す
る
説
明
と
賛
同
」
を
条
件
と
し
て
考
え
て
い
る﹈

31
﹇

。

米
軍
の
投
入
で
は
な
く
、
N
A
T
O
の
東
欧
同
盟
国
に
対
す
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
議
論
は
浮
上

し
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
四
月
五
日
、
マ
ー
ク
・
ミ
リ
ー
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
は
、
米
下
院
軍
事
委
員
会
の
公
聴
会
に

お
い
て
、
米
軍
展
開
用
の
基
地
を
東
欧
地
域
に
置
く
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
が
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
よ
る

米
軍
配
置
と
す
る
こ
と
が
、
よ
り
少
な
い
負
担
で
効
果
的
な
態
勢
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
を
示
し

た﹈
32
﹇

。ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
そ
し
て
同
国
全
土
へ
の
侵
攻
を
受
け
て
、
米
国
は
在
欧
米
軍
を
約
六
万
人
か
ら
一
〇
万
人

規
模
へ
と
拡
大
さ
せ
た
。
米
軍
が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
欧
州
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
、
あ
る

い
は
高
め
て
い
く
の
か
、
今
後
の
焦
点
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

優
先
さ
れ
る
中
国
と
の
戦
略
的
競
争

二
〇
二
二
年
四
月
の
時
点
で
、
中
国
と
の
競
争
を
最
重
視
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
政
策
に
変
更
は
み
ら
れ
な

一
月
二
〇
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
演
説
し
た
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
世
界
の
平
和
と
安
全

に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
訴
え
た
。

ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
ど
の
国
家
も
武
力
の
行
使
に
よ
り
国
境
を
変
更
す
る
こ
と
や
、
主
権
国
家
の
選
択
を
強

制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
重
要
な
国
際
原
則
を
脅
か
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
許
し
て
は
い
け
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
と
N
A
T
O
に
と
ど
ま

ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
り
、「
世
界
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
危
機
で
あ
り
、世
界
の
注
目
と
行
動
が
必
要
で
あ
る
」

と
呼
び
か
け
た﹈

29
﹇

。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
以
降
も
、
バ
イ
デ
ン
政
権

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
類
を
み
な
い
規
模
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
は
継
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
米
軍
の
投
入
と
い
う
敷
居
だ
け
は
依
然
と
し
て
高
い
。

米
国
の
世
論
調
査
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
だ
け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
難
民
に

対
す
る
支
援
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
強
化
や
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
禁
止
と
い
っ
た
政
策
は
、
党
派

を
超
え
て
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
米
軍
を
投
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

反
対
意
見
が
大
多
数
で
あ
る﹈

30
﹇

。
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こ
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
っ
て
、
中
国
と
の
戦
略
的
競
争
と
い
う
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
に
変

更
を
迫
る
よ
う
な
状
況
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
ロ
シ
ア
も
含
め
た
大
国
間
競
争
の
流
れ
は
強
ま
っ
て

い
る
。

こ
の
戦
略
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
今
回
、
外
交
的
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
侵
攻
を
米
国
が
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
N
A
T
O
加
盟
国
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
安
全
を
保
証
す
る
法
的
義
務
は

米
国
に
は
な
い
の
で
あ
り
、
米
軍
の
関
与
を
一
貫
し
て
否
定
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
姿
勢
を
一
概
に
は
批
判
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
核
兵
器
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
衝
突
が
、「
第
三
次
世
界
大
戦
」
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
リ
ス
ク
も
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
米
軍
の
派
遣
を
強
く
求
め
る
声
が
米
国
内
で
ほ
と
ん
ど

き
こ
え
な
い
こ
と
も
、
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
一
九
九
九
年
の
コ
ソ
ボ
紛
争
に

N
A
T
O
と
し
て
介
入
し
た
時
と
は
、
米
国
に
と
っ
て
大
き
く
異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
確
実
な
の
は
、米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
の
同
盟
国
の
重
要
性
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
高
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
欧
州
の
同
盟
国
が
防
衛
力
強
化
に
大

き
く
か
じ
を
切
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ま
で
が
N
A
T
O
加
盟
へ
と
本
格
的
に
動
い
て
い
る

い
。
三
月
に
、米
国
防
省
は
『
国
家
防
衛
戦
略
（
2
0
2
2
N
D
S
）』（
非
公
開
版
）
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
シ
ー

ト
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
中
国
を
「
最
も
重
要
な
戦
略
的
競
争
相
手
で
あ
り
、
国
防
省
に
と
っ
て
国
防

計
画
の
基
準
と
な
る
対
象
国
（the pacing challenge

）
で
あ
る
中
国
を
踏
ま
え﹈

33
﹇

、
抑
止
を
維
持
・
強
化
す
べ

く
迅
速
に
行
動
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ロ
シ
ア
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
残
忍
で
い
わ
れ
の

な
い
侵
攻
に
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
深
刻
な
脅
威
（acute threats

）
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
し
て
い

る﹈
34
﹇

。今
後
の
戦
略
方
針
と
し
て
、
米
国
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
中
国
の
挑
戦
を
優
先
的
に
、
そ
し
て
欧
州

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
挑
戦
に
対
し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
紛
争
に
勝
利
す
る
よ
う
準
備
し
な
が
ら
、
侵
略
を
抑

止
す
る
こ
と
」
を
目
指
す
と
明
言
し
て
い
る﹈

35
﹇

。

ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部
議
長
も
、
先
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
中
国
が
「
依
然
と
し
て
第
一
の
長
期
的
、
地
戦

略
的
な
脅
威
（geo-strategic pacing challenge

）
で
あ
る
」
と
断
言
し
た﹈

36
﹇

。
さ
ら
に
、
中
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
を
み
な
が
ら
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
米
国
や
同
盟
国
の
取
り
組
み
を
弱
め
、
食
い
物
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
」
と
批
判
し
、「
ロ
シ
ア
は
深
刻
な
脅
威
で
は
あ
る
が
、
中
国
が
長
期
的
、
地
戦
略
的
な
国
家
安
全

保
障
上
の
脅
威
」
で
あ
る
と
繰
り
返
し
強
調
し
た﹈

37
﹇

。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
惹
起
す
る
中
国
指
導
部
の
「
不
安
」

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
影
響
を
論
じ
る
う
え
で
、
中
国
の
戦
略
環
境
認
識
と
動
向
が

重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
米
国
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
よ
り
中
国
指
導
部
が
「
不
安
」
を
感
じ
て
お
り
、
こ
の
「
不
安
」
が
「
中
国
の
対
露
姿
勢
」
と
「
台
湾
海

峡
を
め
ぐ
る
中
国
の
政
策
」
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

ま
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
受
け
た
「
中
国
の
対
露
姿
勢
」
に
つ
い
て
米
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
中
国
が
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
基
本
的
に
堅
持
し
中
露
の
接
近
は
継
続
す
る
と
し
た
が
、
同
時
に
中
国

は
い
く
つ
か
の
「
不
安
」
を
抱
え
て
い
る
と
分
析
し
た
。
二
〇
二
二
年
三
月
一
〇
日
に
開
か
れ
た
上
院
情
報
特

別
委
員
会
の
公
聴
会
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ン
ズ
米
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
長
官
は
「
中
国
指
導
部
は
ロ

シ
ア
と
の
関
係
に
多
く
の
労
力
を
費
や
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
重
視
す
る
中
国
の
方
針

は
継
続
す
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
ア
ヴ
リ
ル
・
ヘ
イ
ン
ズ
米
国
家
情
報
長
官
も
三
月
八
日
の
公
聴
会
で
同
様

の
見
解
を
示
し
、
中
露
関
係
の
緊
密
化
は
分
野
横
断
的
に
今
後
も
継
続
す
る
と
し
た
。

そ
の
一
方
で
、「
習
近
平
主
席
や
中
国
指
導
部
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
事
態
に
一
抹

の
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
と
バ
ー
ン
ズ
長
官
は
指
摘
し
た
。
ヘ
イ
ン
ズ
長
官
も
、
中
露
の
協
力
関
係
が
当
面
維

持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
中
露
の
接
近
に
は
「
限
界
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
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状
況
は
、
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
米
国
が
直
面
し
た
課
題
は
、
今
後
も
重
要
な
焦
点
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ト

ナ
ー
国
が
核
保
有
国
か
ら
侵
略
さ
れ
る
危
機
に
際
し
て
、
米
国
は
ど
こ
ま
で
そ
の
国
家
の
防
衛
に
コ
ミ
ッ
ト
で

き
る
の
か
、
あ
る
い
は
す
べ
き
な
の
か
。
大
国
間
競
争
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
国
際
秩

序
を
維
持
す
る
た
め
に
、
米
国
が
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
と
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
答
え
を
見
出
す
の

は
容
易
で
は
な
い
。



ン
大
統
領
に
よ
っ
て
米
欧
は
よ
り
緊
密
に
な
り
、
侵
攻
前
に
は
想
像
し
難
か
っ
た
か
た
ち
で
の
環
大
西
洋
同
盟

の
強
化
」を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、米
欧
間
に
く
さ
び
を
打
つ「
可
能
性
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」。

こ
の
事
態
に
、「
習
主
席
は
お
そ
ら
く
一
抹
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
と
バ
ー
ン
ズ
長
官
は
指
摘
し
た
。
米
欧

の
離
間
を
模
索
し
て
い
た
中
国
指
導
部
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
米
欧
関
係
が
緊
密
化
し
た
こ
と
に
動
揺

し
て
い
る
と
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
中
国
指
導
部
の
中
露
関
係
を
め
ぐ
る
「
不
安
」
を
引
き
起
こ
し
た
こ
れ
ら
の
要
因
の
一
部
は
、「
台

湾
海
峡
を
め
ぐ
る
中
国
の
政
策
」
に
も
影
響
を
与
え
得
る
と
い
う
。
三
月
八
日
の
公
聴
会
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
際
す
る
中
国
の
事
態
認
識
と
台
湾
を
め
ぐ
る
中
国
の
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
ヘ
イ
ン
ズ
長
官
は

「
彼
ら
が
﹇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
際
し
て
﹈
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
、
特
に
制
裁
措
置
の
策
定
に
お
け
る
米

欧
間
の
結
束
」（﹇ 

﹈
内
筆
者
）
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
る
よ
う
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
米
欧
の
「
結

束
の
み
な
ら
ず
、
制
裁
措
置
の
影
響
も
﹇
台
湾
海
峡
を
め
ぐ
る
﹈
中
国
の
計
算
に
お
い
て
極
め
て
重
要
」（﹇ 

﹈

内
筆
者
）
で
あ
る
と
指
摘
し
、
バ
ー
ン
ズ
長
官
も
同
意
し
た
。
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
措
置
に
み
ら
れ
る
米
欧
の
結

束
が
今
後
の
台
湾
を
め
ぐ
る
中
国
の
選
択
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
と
の
見
解
が
米
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
米
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
中
国
指
導
部
の
「
不
安
」
を
惹
起
し
た
要
因
を

挙
げ
、
こ
れ
ら
が
「
中
国
の
対
露
姿
勢
」
の
み
な
ら
ず
、「
台
湾
海
峡
を
め
ぐ
る
中
国
の
政
策
」
に
も
影
響
し

バ
ー
ン
ズ
長
官
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
際
し
て
、
中
国
指
導
部
に
中
露
関
係
を
め
ぐ
る
「
不
安
」
を
惹
起

し
た
四
つ
の
要
因
を
指
摘
し
た
。

第
一
に
、
中
国
の
情
報
機
関
に
よ
る
分
析
ま
た
は
習
主
席
へ
の
情
報
伝
達
の
不
十
分
さ
で
あ
る
。
三
月
八
日

の
公
聴
会
で
バ
ー
ン
ズ
長
官
は
、中
国
は「
ロ
シ
ア
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
重
大
な
困
難
を
予
測
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
指
摘
し
た
。
三
月
一
〇
日
の
公
聴
会
で
も
、
中
国
の
「
情
報
機
関
は
﹇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
﹈
何
が
起
こ
る

か
に
つ
い
て
彼
﹇
習
主
席
﹈
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
」（﹇ 

﹈
内
筆
者
）
と
し
、
こ
れ
が
中
国
指
導
部

を
動
揺
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
た
と
い
う
分
析
を
示
し
た
。

第
二
に
、
中
国
の
国
際
的
な
評
価
が
傷
付
く
リ
ス
ク
で
あ
る
。「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
緊
密
な
関
係
」

や
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
の
醜
悪
さ
」
が
中
国
の
評
価
に
結
び
付
く
こ
と
に
中
国
指
導
部

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
両
公
聴
会
で
バ
ー
ン
ズ
長
官
は
指
摘
し
た
。

第
三
に
、
中
国
経
済
や
世
界
経
済
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
中
国
経
済
は
、「
過
去
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
経

験
し
て
き
た
成
長
よ
り
も
低
い
経
済
成
長
率
に
直
面
し
て
お
り
、
彼
ら
は
こ
の
戦
争
の
世
界
経
済
へ
の
影
響
に

わ
ず
か
な
が
ら
動
揺
し
て
い
る
」
と
同
長
官
は
述
べ
た
。

最
後
に
、
米
欧
関
係
の
緊
密
化
で
あ
る
。
バ
ー
ン
ズ
長
官
に
よ
れ
ば
、「
中
国
指
導
部
は
欧
州
を
単
な
る
市

場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
独
立
し
た
関
係
を
持
ち
得
る
相
手
と
し
て
見
て
お
り
、
我
々
と
欧
州
の
諸
同
盟
国
と

の
間
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
方
策
を
模
索
」
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
「
プ
ー
チ
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得
る
と
し
、
中
国
の
戦
略
環
境
認
識
と
政
策
動
向
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
相
澤 

李
帆
）
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―
―
旧
ソ
連
空
間
と
国
際
規
範
へ
の
大
惨
事山

添 

博
史




